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研究分野：化学 
科研費の分科・細目：複合化学・合成化学 
キーワード：反応場、有機電解合成 
 
１．研究計画の概要 
 本研究は反応場が微小空間であるマイク
ロリアクターの特徴を活用した全く新しい
電解合成反応や電解システムの構築を目指
すものであり、具体的には以下の 4つのテー
マを展開する。 
1) 支持電解質を必要としない環境調和型電
解合成システムの開発 

2) 液-液平行流を活用した求核剤の電位に
影響されない陽極置換反応システムの開
発 

3) 微小空間を活用した電解発生活種同士の
カップリング反応 

4) 両極での反応を活用するラセミアルコー
ルのデラセミ化反応の創製 

 
２．研究の進捗状況 
（1）「支持電解質を必要としない環境調和
型電解合成システムの開発」に関する研究
ではフロー式薄層電解セルをベースとする
反応システムを試作し、メタノールや酢酸
をを溶媒とする各種有機化合物のメトキシ
化反応やアセトキシ化反応を支持塩を加え
ずに実施したところ、いずれも高収率で目
的化合物を得ることに成功した。 
（2）「液-液平行流を活用した求核剤の電位
に影響されない陽極置換反応システムの開
発」に関する研究では、2 方向から電解液
を混層できるマイクロリアクター型の電解
セルを試作し、基質に N-カルボメトキシピ
ロリジン（酸化電位：1.91 V vs. Ag/AgCl）
を、求核剤にアリルトリメチルシラン（酸
化電位：1.75 V vs. Ag/AgCl）を用いた陽極
置換反応に当該システムを適用したところ、
求核剤の陽極での酸化は抑制され、目的の
陽極置換反応が 90％以上もの高収率で進

行することがわかった。 
（3）「微小空間を活用した電解発生活種同士
のカップリング反応」に関する研究において
も、2 方向から電解液を混層できるマイク
ロリアクター型の電解セルを試作し、電解
カルボアリル化反応のような活性種同士の
クロスカップリング反応を高効率に進行さ
せることに成功した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 上述のように当初計画した 4つのテーマの
うち 3つについては既に遂行し、いずれも予
想通りの結果が得られている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 4 つめのテーマ「両極での反応を活用する
ラセミアルコールのデラセミ化反応の創製」
については残り 1 年の研究期間内に実施し、
本研究課題をまとめたいと考えている。 
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